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音と意味の関連性計量による韻表現形成システム 
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あらまし  作詞において歌詞の意味は重要な要素であるが、言葉の響きも作品のクオリティを左右する重要な要素

である。しかしながら言葉の響きを大きく左右する「韻を踏む」という行為は英語等に比べて日本語では難しく、

経験的習熟を要する。本研究では (1)韻表現特有の音の崩し方 (2)異なる品詞の組み合わせ (3)意味的関連性 の 3点

に着目して、音と意味を関連性計量により適切な韻表現を形成するシステムを示す。 
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1. はじめに  

「韻を踏む（押韻）」という行為は、歌詞の中で同じ

ような響きのフレーズを効果的に配置することによっ

て、歌声のリズムや響きを整えることを指す。そのた

め歌において「韻を踏む」という行為は目立ちこそは

しないものの楽曲の最終的な品質に非常に大きく関わ

るもとなる。  

しかし、日本語で韻を踏むには経験的習熟を必要と

するため、初心者には上質な韻を踏むことは難しい。

英語では名詞が「 tion」「 sion」という形で終わることも

多いため韻が踏みやすいが、日本語にはそのような形

式があることは少なく、英語等より押韻の難易度が高

い。  

押韻を補助する韻表現の提案システムはすでに存

在するが、それらは基本的には母音の一致率について

のみ考慮したものとなっている。ただ母音を一致させ

るだけであると非常に堅苦しい韻となり、提案可能な

単語も限られてしまう。  

本稿にて提案するシステムは、自然な韻表現をする

際の「崩し」や、助動詞の考慮、頭韻 /脚韻の考慮など、

実用的な韻表現を生成するための技術の仕組みの組み

合わせを解説していく。意味も考慮していくことによ

ってより適切な韻表現をすばやく得ることを可能にす

る。  

 

2. 構成  

本稿のシステムは「単語データベース」と「検索機

能」の 2 つから構成される。  

本システムは、「単語データベース」を構成し、単語

と読みが結び付けて格納している。「検索機能」では

韻として成立する単語をデータベースから抽出す

る機能を指す。これらを組み合わせることによって、

様々な単語データベースを音という観点で結びつ

けることが可能となり、韻を踏む機能を実現する。 

 

3. 単語データベース  

単語データベースには文書ファイルから形態素解

析によって抽出した単語を「読み方」、「品詞」ととも

に格納する。  

本システムで扱う品詞は「名詞」と「動詞」、「形容

詞」のみとする。一般的に踏まれる韻はこの 3 つで、

これらは単一でも意味が通るからである。  

 

4. 母音の音のゆらぎ  

本稿のシステムは実用的な韻を提案するために、母

音の近さを考慮する。  

例えば「望遠鏡 (ouenou)」という単語の場合、「桃源

郷 (ouenou)」という単語と母音が完全に一致している

が、このような母音の完全一致は文字数が増えれば増

えるほど限られていき、意味を考慮するとあまり現実

的ではない単語しか残らなくなってしまう。しかし実

際は母音を完全一致させる必要はなく、発音の仕方の

工夫で多少母音に違いがあっても問題がない。今回の

例でいうと、「ouenoo」「ooenou」などがそれに当たる。  

本システムにおいてはこれらの母音のゆらぎを考

慮して選択肢を増やすことによって実用的で意味の通

る韻表現を提案してく。  

本稿では対応表として表 1 に示すのものを用いる。

横 1 行のものはすべて同様に置換できるものとして

扱っていく。  

表 1 母音のゆらぎの対応表  

っ  ん    

う  ん    

おー  おう  おお  

あー  あう    

えー  えい  ええ  

あい  あ   



 

 

5. 助動詞の考慮  

実際に韻が踏まれる際には単語単位ではなく、助

動詞とセットで韻が踏まれることが多い。例えば「サ

バンナ (aana)」という単語に対して「我慢だ (aana)」

のように名詞と助動詞の組み合わせで踏むことができ

るといったものだ。このように助動詞を考慮すること

によって、文字数の違った単語も候補に入れることが

でき、韻表現の幅が大きく広がる。  

今回は体現に接続できる「だ」「だい」「か」「か

い？」「です」「じゃん」を名詞のあとに接続可能なも

のとして用いる。  

 

6. 頭韻、脚韻  

韻には「頭韻」「脚韻」という 2 種類がある。頭韻と

は単語の最初から途中までが部分一致しているものを

指し、脚韻とは単語の途中から最後までが一致するも

のを指す。韻は完全一致していなくてもある程度以上

一致していれば十分韻として映えるものが多く、完全

一致であることは求められていない。  

 

7. 意味  

ただ音が近いだけでは歌詞として不成立になるた

め意味が通る必要がある。今回は単語の意味的な近さ

を計量するのに単語の共起関係を用いる。  

本稿では word2vec を用いて単語の共起関係のソー

トを行い、出現頻度の高いものを上位に表示するよう

にする。これにより数多ある単語の中からできるだけ

使えそうなものをすばやく見つけることができるよう

になる。  

 

8. 実験  

辞書データとして mecab 辞書及び現代語を含めたラ

イブラリである mecab-ipadic-NEologd の単語をデータ

ベースに、「湘南台」という単語で実験をした。通常の

母音の完全一致の検索結果であると以下の表 2 ように

21 件のみ韻表現として生成される。  

表 2 母音完全一致の韻表現  

 

対して本稿のシステムでは以下の表 3 のように 1230

件の韻表現が生成された。  

表 3 韻表現形成システムで出力された韻表現  

 

 

これらの中から韻が踏めそうだと感じたものを上

げると「知能犯かい？」「言語道断だい」「阿鼻叫喚だ

い」などが挙げられる。母音の完全一致の検索結果で

は非常にマイナーで踏みづらい単語ばかりであったが、

本稿にシステムを用いると実用的な韻表現を得ること

ができた。  

 

9. おわりに  

本稿では  、(1)韻表現特有の音の崩し方  (2)異なる品

詞の組み合わせ  (3)意味的関連性  の 3 点に着目して、

音と意味を関連性計量により適切な韻表現を形成する

韻表現形成システムを示した。本システムでは、1 単

語データベースを対象としたが、単語の傾向ごとに分

けた複数の単語データベースを参照することによって、

単語の「ジャンル」を前提とした韻を踏むことができ

るようになる。  

今後の課題として、意味合いの計量に word2vec を使

ったが、これを使うと上位に同じ種類の単語（今回の

場合であると近隣の地域の名前）ばかりが出てきてお

り、むしろ下位（もとの単語との共起性が低い）のほ

うが斬新さがある韻表現が多いため、意味合いの計算

をさらに改良していく。  
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